鈴木重光著作目録 : 柳田國男と親交のあった神奈川県津久井郡内郷村在郷の郷土誌家・民俗研究者 by 堀越 芳昭
資料 鈴木重光著作目録
柳田國男と親交のあった
神奈川県津久井郡内郷村在郷の
郷土誌家・民俗研究者
堀 越 芳 昭
【解題】
鈴木重光は，明治 20 年（1887 年）⚒月 14 日生，昭和 42 年（1967 年）
⚑月⚔日没，80 歳の生涯を神奈川県津久井郡内郷村奥畑に在住した在
郷の郷土誌家・民俗研究者であった。
その主な経歴は次のとおりである。
・1901 年（明治 34 年）⚓月 内郷村立柳沢小学校尋常科卒業
・1906 年（明治 39 年）⚔月 東京府立第二中学校卒業
・1910 年（明治 43 年）⚗月 明治大学商科大学卒業
以降郷里にあって農業に従事。
1918 年（大正⚗年）⚘月 15 日─⚘月 25 日間の柳田國男らによる内郷
村調査において，現地の協力者となったのは，内郷村小学校校長・内郷
青年会会長長谷川一郎と内郷青年会副会長の鈴木重光であった。その鈴
木重光の処女作「獣の話」（『土俗と伝説』第⚑巻第⚓号，1918 年（大正⚗年）
10 月），及び「鳥，その他の話」（『土俗と伝説』第⚑巻第⚔号，1919 年（大正
⚘年）⚑月）の⚒論考は，内郷村調査直後に掲載された。
その後炉辺叢書の一つとして郷土研究社より『相州内郷村話』（1924
年（大正 13 年）⚙月）が刊行された。同書は名著の誉高く，戦後には何
回も復刻刊行されている。同書について柳田國男の評価も高い。なお鈴
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木重光と柳田國男との交流は深くは，私的な関係のみならず，いくつか
の郷土誌・民俗関係誌に柳田・鈴木共に掲載されていることもしばしば
であった。
その後同『相州内郷村話』の補遺論考が⚕編郷土研究社『郷土研究』
に掲載されている。ある意味で『相州内郷村話』は未完であったのであ
る。また内郷青年団機関誌『内郷』に 13 回にわたり『内郷村雑話』が
連載され，後に『内郷村雑話』（1957 年（昭和 32 年）⚑月，ひでばち叢
書 ; 第⚑冊（ひでばち民俗談話会）の独立冊子として刊行されている。
これら一連の初期論考から，『相州内郷村話』，「相州内郷村話補遺」
を含めた『内郷村雑話』は，一つのものとして『相州
そうしゅう
内郷村
うちごうむら
物語
ものがたり
』と
評することのできるものであろう。ある意味未完の一書ともいえよう。
また鈴木重光にはこの地方の方言研究に詳しい。採集「相州内郷村近
傍方言」は，『方言誌』（國學院大學方言研究会，第⚒輯，1932 年（昭和⚗年）
⚕月）に全 1,583 語が掲載されている。のちにこれは，尚学図書編『日
本方言大辞典』（1989 年（平成⚑年）小学館）に『相州内郷村近傍方言』
の 108 語が収録されている。
さらに鈴木重光には 16 点の論考等に及ぶ道祖神研究がある。「相州津
久井郡北部の道祖神」『Phallus Kultus』（12，1926 年（大正 15 年）⚒月），
「阿津の道祖神」（『Phallus Kultus』（13，1926 年（大正 15 年）⚓月）が最も
早い時期の鈴木の道祖神研究であったが，それは晩年の論考に及ぶ。す
なわち「津久井郡の道祖神雑観」（1959 年（昭和 34 年）⚓月，『民俗』（相
模民俗学会）第 34 号），「道祖神」（1962 年（昭和 37 年）⚓月，『郷土相模
原』第 11 集），「道祖神」（1963 年（昭和 38 年）『神奈川県の歴史（県下の民
俗篇下）:県史講座要録』）へと続く。
なお本資料は，中村亮雄「鈴木重光先生研究発表年譜」（『神奈川県の民
俗』ひでばち民俗談話会，1957 年（昭和 31）年 11 月）に、その後の論考等を
補充追記し総計 176 点を目録としたものであることを断っておきたい。
鈴木重光の著作は，柳田國男研究の地方における関わるものとして，
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また地方にける在郷在野の研究者の業績として特筆すべきものといえる
であろう。
【主要参考文献】
・中村亮雄「鈴木重光先生研究発表年譜」（『神奈川県の民俗』ひでばち民俗談話会，
1956 年 11 月。
・相模民俗学会『鈴木重光先生追悼号』『民俗』第 68 号，1967 年 10 月。
・松本三喜夫「柳田國男・長谷川一郎・鈴木重光：奥三保内郷村の農村調査」『府中
市郷土の森紀要』第⚓号，1990 年。
・松本三喜夫『柳田國男と民俗の旅』吉川弘文館，1992 年。
・沼 謙吉「柳田國男の内郷村調査」『相模湖町史』歴史編，2001 年。
・小川直之「柳田國男と郷土会・内郷村調査」『國學院大學紀要』40，2002 年。
・小川直之「第⚘章 郷土会と内郷調査─フィールドワークのさきがけ─」『相模湖
町史』民俗編，2007 年。
・沼謙吉「津久井の民俗研究家・鈴木重光」城山地域史研究会『春林文化』第⚙号，
2014 年⚓月。
・加藤隆志・水曜会「資料紹介 柳田国男関係資料について」『相模原市立博物館研
究報告』第 26 号，2018 年⚓月。
・堀越芳昭「1918 年柳田国男らによる内郷村調査─各所感報告の検証─」山梨学院
大学大学院社会科学研究科『研究年報 社会科学研究』第 37 号，2017 年⚒月。
（参考⚑：「（神奈川相模原市）内郷文化祭 特別展示：明治・大正・昭和の内郷」
の企画運営・展示物の制作（堀越芳昭従事），2017 年 11 月⚕日）
（参考⚒：「（神奈川相模原市）内郷地区文化祭 特別展示：明治 150 年／内郷村調
査から 100 年」の企画運営・展示物の制作（堀越芳昭従事），2018 年 11 月 11
日）
資料 鈴木重光著作目録
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《鈴木重光 著作紹介》
≪事例⚑≫
（001）鈴木重光「獣の話」『土
俗と伝説』大正⚗年（1918 年）
10 月、第⚑巻第⚓号
≪事例⚒≫
（002）鈴木重光「鳥、その他の
話」大正⚘年（1919 年）⚑月、
『土俗と伝説』第⚑巻第⚔号
資料 鈴木重光著作目録
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≪事例⚓≫
003）鈴木重光編『相州内郷村
話』郷土研究会（炉辺叢書）大正
13 年（1924 年）⚙月
≪事例⚔≫
（038）鈴木重光「津久井郡昔話
三 篇」『旅 と 伝 説』昭 和 ⚖ 年
（1931 年）⚔月、第⚔巻第⚔号、
柳田國男特輯
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≪事例⚕≫
（051）鈴木重光「相州内郷村近
傍方言」『方言誌』第⚒輯、國學
院大學方言研究会、昭和⚗年
（1932 年）⚕月、（全 1583 語）
≪事例⚖≫
（051）鈴木重光「相州内郷村近
傍方言」『方言誌』第⚒輯、中扉
資料 鈴木重光著作目録
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≪事例⚗≫
（061）鈴木重光「相州津久井郡
の道祖神と庚神塔」『民俗芸術』
昭和⚗年（1932 年）⚙月、第⚕
巻第⚖号⚙月、第⚕巻第⚖号
≪事例⚘≫
（067）鈴木重光「相州内郷村話
補遺（五）」郷土研究社『郷土研
究』第⚗巻第⚑号、昭和⚘年
（1933 年）⚑月
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≪事例⚙≫
（153）鈴木重光「御法度の牛を
飼う」相模民俗学会『民俗』第⚑
号、昭和 29 年（1954 年）⚕月
≪事例 10 ≫
（165）鈴木重光著『内郷村雑
話』昭和 32 年（1957 年）⚑月、
ひでばち叢書第⚑冊（ひでばち民
俗談話会）
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鈴木重光著作目録
（2019 年⚑月現在、堀越芳昭記）
番号 年 号 西 暦 月 題 名 発表誌名・出版社 巻 号
001 大正⚗年 1918 年 10 月 獣の話 土俗と伝説 1-3
002 大正⚘年 1919 年 ⚑月 鳥、その他の話 土俗と伝説 1-4
003 大正 13 年 1924 年 ⚙月 相州内郷村話
郷土研究社（炉辺
叢書）
(単著)
004 大正 14 年 1925 年 ⚔月 力石考 緑土 10
005 〃 〃 12 月 藤蔓物語 緑土 11
006 大正 15 年 1926 年 ⚒月
相州津久井郡北部の
道祖神
Phallus Kultus 12
007 〃 〃 ⚓月 阿津の道祖神 Phallus Kultus 13
008 〃 〃 〃 山王と庚申の混習 Phallus Kultus 13
009 〃 〃 ⚖月
再び山王と庚申の混
習に就て
Phallus Kultus 14
010 〃 〃 11 月
むじな和尚の遺物遺
蹟
民族（民族発行所）2-1
011 昭和⚒年 1927 年 ⚒月
塙検校と根岸肥前守
との関係に就いて
武蔵野（武蔵野文
化協会）
9-2
012 〃 〃 ⚓月 石棒漫談 くぬぎの実 2-2
013 〃 〃 ⚕月 北相小仏峠附近の話
武蔵野（武蔵野文
化協会）
9-5
014 〃 〃 ⚙月
横浜水道取入口附近
附道志川水源地ロー
マンス
史蹟名勝天然記念
物
2-9
015 〃 〃 11 月 続石棒漫談 くぬぎの実 2-4
016 〃 〃 12 月 根岸肥前守に就て
武蔵野（武蔵野文
化協会）
10-5
017 昭和⚓年 1928 年 ⚒月
小川泰山の祖先小川
土佐守祐忠に就いて
墓蹟（墓蹟発行所）10
018 〃 〃 ⚓月
内郷村雑話（一）名
馬磨黒の産地／館と
いう地名
内郷（内郷村青年
団）
1-1
019 〃 〃 ⚖月 盗賊の話 多摩 2-1
020 〃 〃 ⚗月 蟹に関する土俗談
武蔵野（武蔵野文
化協会）
12-1
021 〃 〃 ⚙月 趣味の蜘蛛談
武蔵野（武蔵野文
化協会）
12-3
022 昭和⚔年 1929 年 ⚔月
相州内郷村の史蹟研
究
新旅行 5-4
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023 〃 〃 ⚕月
甲州郡内地方及其附
近に於ける巨人民譚
と巨石崇拝
名勝の日本 2-5
024 〃 〃 ⚗月
相州内郷附近の道祖
神巡り
土の香（土俗趣味
社）
13
025 〃 〃 〃
食用としての野外植
物
土の香（土俗趣味
社）
13
026 〃 〃 ⚙月
相州津久井郡地方の
箸に関する俗信
土の香（土俗趣味
社）
15
027 〃 〃 10 月
「武蔵野の童謡二三に
就て」を読みて
武蔵野（武蔵野文
化協会）
14-4
028 〃 〃 12 月
内郷村雑話（二）尾
下という姓
内郷（内郷村青年
団）
2-2
029 昭和⚕年 1930 年 ⚑月 蟹が水を清めること
土の香（土俗趣味
社）
19
030 〃 〃 ⚒月
北相津久井の仙境照
手姫の出生地
新旅行 6-2
031 〃 〃 ⚓月
内郷村雑話（三）庚
申塔、徳本上人南無
阿弥陀仏の碑
内郷（内郷村青年
団）
3-3
032 〃 〃 ⚔月
内郷村雑話（四）狸
和尚
内郷（内郷村青年
団）
3-4
033 〃 〃 ⚕月 ザリガニの話
土の香（土俗趣味
社）
20
034 〃 〃 10 月 こひしくはの歌謠
民俗芸術（地平社
書房）
3-10
035 〃 〃 11 月
内郷村雑話（五）建
長寺山門柱木の出所
内郷（内郷村青年
団）
3-5
036 昭和⚖年 1931 年 ⚑月
内郷村雑話（六）袈
裟掛け松と山伏の墳
附稗のこと
内郷（内郷村青年
団）
4-6
037 〃 〃 ⚓月
続相州内郷附近の道
祖神巡り
土の香（土俗趣味
社）
21
038 〃 〃 ⚔月 津久井郡昔話三篇 旅と伝説（三元社）4-4(40)
039 〃 〃 ⚕月
狸和尚のこと 相州
内郷村話補遺（一）
郷土研究（郷土研
究社）
5-2
040 〃 〃 ⚕月
土俗武州御嶽紀行の
一節
土の香（土俗趣味
社）
23
041 〃 〃 ⚗月 石神に就て 多摩 3-1
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042 〃 〃 〃
内郷村雑話（七）甘
藷、はとむぎ
内郷（内郷村青年
団）
4-7
043 〃 〃 ⚙月
名馬磨墨の産地 附
馬と牛 相州内郷村
話補遺（二）
郷土研究（郷土研
究社）
5-4
044 〃 〃 〃
相州津久井郡祭禮日
付
民俗芸術（地平社
書房）
4-5
045 〃 〃 10 月
相州内郷村話補遺
（三）
郷土研究（郷土研
究社）
5-5
046 〃 〃 12 月
相州内郷村話補遺
（四）
郷土研究（郷土研
究社）
5-7
047 〃 1931 年
小 序
（相州
鈴木重光氏）
加賀治雄編『尾張
の方言』〔正〕
土俗趣
味社
048 昭和⚗年 1932 年 ⚑月
内郷村雑話（八）お
しゃぐじ様
内郷（内郷村青年
団）
5-8
049 〃 〃 〃 猿のはなし
土の香（土俗趣味
社）
30
050 〃 〃 ⚔月
MEMOの中から
その⚑
土の香（土俗趣味
社）
33
051 〃 〃 ⚕月 相州内郷村近傍方言
方言誌（國學院大
學方言研究会）（全
1,583 語）
第⚒輯
052 〃 〃 〃
北津久井郡渓沿岸の
名勝史蹟（⚑）
ハイキング（ハイ
キング社）
1-2
053 〃 〃 〃
特殊の場合に神仏へ
参詣してならぬとい
う事
旅と伝説 （三元
社）
5-5(53)
054 〃 〃 ⚖月
北相津久井郡渓沿岸
の名勝史蹟（⚒）
ハイキング（ハイ
キング社）
1-3
055 〃 〃 ⚗月
北相津久井郡渓沿岸
の名勝史蹟（⚓）
ハイキング（ハイ
キング社）
1-4
056 〃 〃 〃 方言誌第二輯正誤表
方言誌（國學院大
學方言研究会）
第⚓輯
057 〃 〃 〃
「尾張方言」を讀み了
りて
加賀治雄編『尾張
の方言・続編』土
俗趣味社
058 〃 〃 ⚘月
内郷村雑話（九）下
田の地蔵様
内郷（内郷村青年
団）
5-9
059 〃 〃 〃
北相津久井郡渓沿岸
の名勝史蹟（⚔）
ハイキング（ハイ
キング社）
1-5
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060 〃 〃 ⚙月
MEMOの中から
その⚒
土の香（土俗趣味
社）
39
061 〃 〃 〃
相州津久井郡の道祖
神と庚神塔
民俗芸術（地平社
書房）
5-6
062 〃 〃 11 月
MEMOの中から
その⚓
土の香（土俗趣味
社）
42
063 〃 〃 〃
旅の思い出（甲州御
岳行）（一）
ハイキング（ハイ
キング社）
1-7
064 〃 〃 〃
旅の思い出（甲州御
岳行）（二）
ハイキング（ハイ
キング社）
1-8
065 昭和⚘年 1933 年 ⚑月
津久井地方の婚姻習
俗
旅と伝説（三元社）6-1(61)
066 〃 〃 〃 千葉県夷隅郡上野村 旅と伝説（三元社）6-1(61)
067 〃 〃 〃
相州内郷村話補遺
（五）
郷土研究（郷土研
究社）
7-1
068 〃 〃 ⚓月
武蔵野の童謡につい
て
郷土風景 2-3
069 〃 〃 ⚔月 相州津久井の俚俗
土の香（土俗趣味
社）
48
070 〃 〃 ⚖月
MEMOの中から
その⚔
土の香（土俗趣味
社）
51
071 〃 〃 ⚗月
神奈川縣津久井郡
（津久井地方の葬礼習
俗）
旅と伝説（三元社）6-7(67)
072 〃 〃 〃
内郷村雑話（十）窯
の神
内郷（内郷村青年
団）
6-10
073 〃 〃 〃 駅印蒐集珍談に就て
ハイキング（ハイ
キング社）
14
074 〃 〃 ⚘月
相州内郷村の雨乞い
其他 相州内郷村話
補遺（六）
郷土研究（郷土研
究社）
7-6
075 〃 〃 〃
MEMOの中から
その⚕
土の香（土俗趣味
社）
54
076 〃 〃 ⚙月 山と仏名
ハイキング（ハイ
キング社）
16
077 〃 〃 11 月
相州津久井郡を中心
とせる武・相・甲地
方の養蚕に関する土
俗
民俗学（民俗学会）5-10
資料 鈴木重光著作目録
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078 〃 〃 〃
相州津久井郡に於け
る特殊な道祖神
いかもの趣味 2
079 〃 〃 〃 幸手童謡集を読みて
土の香（土俗趣味
社）
58
080 〃 〃 12 月
内郷村雑話（11）雨
乞い、信心参り
内郷（内郷村青年
団）
6-11
081 昭和⚙年 1934 年 ⚑月 犬のはなし 土の香 60
082 〃 〃 ⚒月
「シジミ坂」と「ネズ
ミ御飲」を読んで
ハイキング（ハイ
キング社）
20
083 〃 〃 ⚓月
徴兵除けの神様と呪
禁
いなか 3
084 〃 〃 ⚕月 蟹の横飛び
土の香（土俗趣味
社）
66
085 〃 〃 ⚗月
神奈川縣津久井郡
（津久井郡内郷村の盆
行事）
旅と伝説（三元社）7-7(79)
086 〃 〃 〃 イボとその民間療法 多摩史壇 2-3
087 〃 〃 〃
内郷村雑話（12）養
蚕神
内郷（内郷村青年
団）
7-12
088 〃 〃 〃 陣馬山を語る
ハイキング（ハイ
キング社）
25
089 〃 〃 〃
神奈川縣津久井郡
（人形）
旅と伝説（三元社）7-7
090 昭和 10 年 1935 年 ⚓月 案山子の俳諧
横井照秀編『案山
子考』住吉土俗研
究会
091 〃 〃 〃 俳人の見たる案山子
横井照秀編『案山
子考』住吉土俗研
究会
092 〃 〃 11 月 猪の話 いなか 17
093 〃 〃 12 月
神奈川縣津久井郡内
鄕村（津久井郡内郷
村の民間療法）
旅と伝説（三元社）
8-12
(96)
094 昭和 11 年 1936 年 ⚑月
食物──（相州津久
井郡）（相州津久井郡
の食制）
旅と伝説（三元社）9-1(97)
095 〃 〃 ⚒月
「耳袋」に現われた郷
土資料（上）
桑笛 2-12
096 〃 〃 ⚓月
「耳袋」に現われた郷
土資料（下）
桑笛 3-3
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097 〃 〃 〃
性的名称を有する植
物
性科学研究 1-3
098 〃 〃 ⚔月 いたち（上） 奥高尾 10
099 〃 〃 〃 いたち（下） 奥高尾 11
100 昭和 12 年 1937 年 ⚔月 関所と猫 桑笛 4-4
101 〃 〃 ⚕月 弁天様の冥罪
土の香（土俗趣味
社）
19-4
102 〃 〃 ⚖月
南国みやげ、播磨屋
橋情話
桑笛 4-6
103 〃 〃 10 月 大磯延台寺の虎子石 桑笛 4-10
104 〃 〃 11 月
南国土佐の美林梁瀬
国有林を観る（ヤナ
セの伝説）
武相の林業 14
105 昭和 13 年 1938 年 ⚑月
民俗随筆、読んだり
聞いたり（⚑）
川柳しなの 1
106 〃 〃 ⚒月 蛙合戦 桑笛 5-2
107 〃 〃 〃
民俗随筆、読んだり
聞いたり（⚒）
川柳しなの 2
108 〃 〃 ⚓月
民俗随筆、読んだり
聞いたり（⚓）
川柳しなの 3
109 〃 〃 ⚔月
民俗随筆、読んだり
聞いたり（⚔）
川柳しなの 4
110 〃 〃 ⚕月
民俗随筆、読んだり
聞いたり（⚕）
川柳しなの 5
111 〃 〃 ⚖月
民俗随筆、読んだり
聞いたり（⚖）
川柳しなの 6
112 〃 〃 ⚗月
民俗随筆、読んだり
聞いたり（⚗）
川柳しなの 7
113 〃 〃 〃
相州津久井郡にある
特殊な道祖神
旅の趣味 6
114 〃 〃 〃
伝説鏡沼の怪と甲子
溫泉の發見（村田柳
路）
旅と伝説（三元社）
11-7
(127)
115 〃 〃 ⚘月
内郷村雑話（13）大
神楽
内郷（内郷村青年
団）
7-13
116 〃 〃 〃
民俗随筆、読んだり
聞いたり（⚘）
川柳しなの 8
117 〃 〃 ⚙月
民俗随筆、読んだり
聞いたり（⚙）
川柳しなの 9
資料 鈴木重光著作目録
59
118 〃 〃 10 月
民俗随筆、読んだり
聞いたり（10）
川柳しなの 10
119 〃 〃 〃 蝸牛 桑笛 5-10
120 〃 〃 11 月
民俗随筆、読んだり
聞いたり（11）
川柳しなの 11
121 昭和 14 年 1939 年 ⚑月
民俗随筆、読んだり
聞いたり（12）
川柳しなの 12
122 〃 〃 ⚒月
民俗随筆、読んだり
聞いたり（13）
川柳しなの 13
123 〃 〃 ⚓月
民俗随筆、読んだり
聞いたり（14）
川柳しなの 14
124 〃 〃 〃
登山の心得、山中の
食事
旅の趣味 8
125 〃 〃 〃
斎藤宗四郎さんと八
木隆太郎さんを追懐
する
多摩史壇 7-1
126 〃 〃 ⚕月
民俗随筆、読んだり
聞いたり（15）
川柳しなの 15
127 〃 〃 ⚖月 甲州街道の一里塚 旅の趣味 61
128 〃 〃 ⚘月 糞と兵隊 旅の趣味 65
129 〃 〃 ⚙月
民俗随筆、読んだり
聞いたり（16）
川柳しなの 17
130 昭和 15 年 1940 年 ⚒月
民俗随筆、読んだり
聞いたり（17）
川柳しなの 18
131 〃 〃 ⚗月
民俗随筆、読んだり
聞いたり（18）
川柳しなの 19
132 昭和 16 年 1941 年 10 月
北相津久井郡の特殊
な道祖神①
旅の趣味 94
133 〃 〃 11 月
津久井名物酒まんじ
ゆうのはなし
相武研究（神奈川
県郷土研究聯盟）
10-11
(42)
134 〃 〃 12 月
北相津久井郡の特殊
な道祖神②
旅の趣味 96
135 昭和 17 年 1942 年 ⚒月 「新版」甘藷傳記
郷土神奈川（神奈
川県郷土研究会）
1-2
136 〃 〃 10 月 雀の巢
郷土神奈川（神奈
川県郷土研究会）
1-10
137 昭和 18 年 1943 年 ⚕月 お犬様
郷土神奈川（神奈
川県郷土研究会）
2-5
138 〃 〃 ⚘月 田螺の昔話と俗信
郷土神奈川（神奈
川県郷土研究会）
2-8
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139 昭和 20 年 1945 年
津久井渓谷築井橋附
近
神奈川県郷土資料
写真解説
140 〃 〃 橋沢の道祖神
神奈川県郷土資料
写真解説
141 〃 〃 阿津の道祖神
神奈川県郷土資料
写真解説
142 〃 〃 鮑子の道祖神
神奈川県郷土資料
写真解説
143 昭和 21 年 1946 年 ⚙月 ペンのまにまに（一）
川柳しなの（しな
の川柳社）
53
144 昭和 22 年 1947 年 ⚑月 雉子虹、焼野の雉子
百 人 一 趣 下 巻
（土俗趣味社）
145 昭和 28 年 1953 年 ⚑月 シーラのバンパー 鮎人 1-1
146 〃 〃 ⚒月 便所の制札 鮎人 1-2
147 〃 〃 ⚖月
蝮に咬まれた時の呪
い
鮎人 1-3
148 〃 〃 11 月 みみず 鮎人 1-4
149 〃 〃 〃 山の神信仰 鮎人 1-5
150 昭和 29 年 1954 年 ⚑月
愛甲郡に於ける二三
の道祖神碑について
鮎人 2-1
151 〃 〃 ⚔月 田螺の民謡について
北相文化（北相文
化研究会）
4
152 〃 〃 〃 愛林随筆 農林統計 20
153 〃 〃 ⚕月 御法度の牛を飼う
民俗（相模民俗学
会）
1
154 〃 〃 ⚗月 鮎かつぎ唄
民俗（相模民俗学
会）
3
155 〃 〃 〃
民間療法、人糞は解
毒の妙、附尿の効用
北相文化（北相文
化研究会）
5
156 〃 〃 ⚙月 道志川の「鼻曲り鮎」
民俗（相模民俗学
会）
4
157 〃 〃 11 月
名馬磨墨と池月の生
誕地
民俗（相模民俗学
会）
6
158 昭和 30 年 1955 年 ⚑月 毬つき唄
北相文化（北相文
化研究会）
7
159 〃 〃 〃 農作物伝播の由来 農林統計 22
160 〃 〃 〃 相模湖附近の今昔
産霊水上神社と相
模湖 パンフレッ
ト
資料 鈴木重光著作目録
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161 〃 〃 ⚘月
「相州内郷村話」の思
い出
鮎人 2-7
162 昭和 31 年 1956 年 ⚕月
中津川の「鮎かつぎ」
について
民俗（相模民俗学
会）
第 17 号
163 〃 〃 11 月
「うらの山椒の木」と
「鈴の鳴る音」
『神奈川県の民俗』
（ひでばち民俗談話
会）鈴木重光先生
古稀記念文集
164 昭和 32 年 1957 年 ⚑月 内郷村雑話
ひでばち叢書；第
⚑冊（ひでばち民
俗 談 話 会）（全
24p）
165 昭和 34 年 1959 年 ⚓月
津久井郡の道祖神雑
観
民俗（相模民俗学
会）
第 34 号
166 昭和 36 年 1961 年 ⚒月
「羽根は十六、眼は一
つ」の民謡について
お願い
民俗（相模民俗学
会）
第 44 号
167 昭和 37 年 1962 年 ⚓月 道祖神 郷土相模原 第 11 集
168 昭和 38 年 1963 年 道祖神
神奈川県の歴史
（県 下 の 民 俗 篇
下）：県史講座要録
169 昭和 39 年 1964 年
鈴木重光先生喜寿記
念文集・鈴木の論文
はなし
平井正敏『道祖の
こころ』（加藤哲
雄）
170 〃 〃 特別寄稿
田所文夫編『相模
原俚謡ぼうちの唄』
非売品
171 〃 〃 ⚔月
神奈川県北部地方の
キノコ
民間伝承 p85-86
28-2
(264)
〔昭和 42 年（1967 年）⚑月⚔日死去、享年 79 歳〕
172 昭和 43 年 1968 年 ⚙月 道志川の「鼻曲り鮎」
相模民俗学会編
『神奈川の民俗』
(有 隣
堂)
173 昭和 50 年 1975 年 ⚒月
日本民俗誌大系 第
⚘巻
相州内郷村話（再
録）（角川書店）
174 昭和 54 年 1979 年 12 月
神奈川県津久井郡地
方の葬制
葬送墓制研究集成
第⚑巻（名著出版）
175 平成⚑年 1989 年 ⚓月
日 本 方 言 大 辞 典
（上・下・別 巻）（尚
学図書編）、
相州内郷村近傍方
言（抄 録）（小 学
館）108 語収録
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176 平成 15 年 2003 年 10 月
鈴木重光編：神奈川
県 .俚諺
ことわざ資料叢書
第 ⚒ 輯 第 ⚗ 巻
（クレス出版）
以 上
